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〈
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
〉発
射
が
確
認
さ
れ

た
核
ミ
サ
イ
ル
を
確
実
に
打
ち
落
と
せ
る
シ
ス
テ

ム
作
り
。

　
〈
防
衛
構
想
〉従
来
の
日
米
安
保
重
視
か
ら
近
隣

の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
に
重
点
を
シ
フ
ト
さ
せ

る
外
交
。
こ
れ
ら
三
つ
は
、
戦
争
が
起
き
た
時
の

為
で
は
な
く
、
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
為
に
必
要
な

こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

政
治
行
政
委
員
会
の
服
島
会
員
の
「
日
本
の
近

隣
で
戦
争
が
起
き
た
場
合
、
難
民
を
ど
う
す
る

か
？
」と
い
う
質
問
に
は
、「
法
整
備
が
不
十
分
で

現
状
で
は
有
効
な
対
応
が
出
来
な
い
の
が
事
実
で

す
。」と
ご
回
答
頂
い
た
。

　

最
後
に
「
我
々
（
日
本
）が
持
っ
て
い
る
の
は

軍
で
は
な
く
自
衛
隊
で
あ
る
」と
述
べ
ら
れ
講
演

を
締
め
ら
れ
た
。

　

水
副
会
長
よ
り
「
我
々
の
国
が
ど
れ
だ
け
危
う

い
中
で
や
っ
て
き
て
い
た
の
か
わ
か
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を
も
っ
と
持
ち
、
有
権

者
で
あ
る
我
々
が
正
し
く
現
状
を
理
解
し
理
性
的

に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
の
謝
辞
が
送

ら
れ
、
講
演
会
が
終
了
し
た
。

　

戦
後
60
年
を
迎
え

た
今
年
、
こ
れ
ま

で
あ
ま
り
関
心
の

な
か
っ
た
我
々
若
い

世
代
も
国
の
安
全
保

障「
平
和
」に
つ
い
て

考
え
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
記
事
・
高
井
）

　

平
成
17
年
９
月
21
日（
水
）「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー

ト
米
子
」に
お
い
て
９
月
オ
ー
プ
ン
例
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

武
海
会
長
の
挨
拶
の
後
、
委
員
長
タ
イ
ム
で
は

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
委
員
会
の
板
垣
委
員
長
が
「
中
央

会
に
は
Ｏ
Ｂ
会
員
、
現
役
会
員
の
交
流
の
機
会
が

た
く
さ
ん
あ
る
が
受
身
の
姿
勢
で
は
い
け
な
い
。

こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
す
る
の
は
自
分
自
身
で
あ

る
。」と
述
べ
ら
れ
た

後
、
今
月
の
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
委
員
会
担
当

の
Ｏ
Ｂ
交
流
会
に
つ

い
て
触
れ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
例
会
は
「
国
民
の
安
全
平
和
が
ど
の
よ

う
に
守
ら
れ
て
い
る
か
、
ま
た
周
辺
諸
国
と
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
理
解
す
る
。」と
い
う
趣
旨

説
明
が
あ
り
、
自
衛
隊
の
任
務
や
イ
ラ
ク
で
の
自

衛
隊
の
活
動
の
映
像
が
上
映
さ
れ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師
に
前
国
務
大
臣
第
65
代

防
衛
庁
長
官
で
衆
議
院

議
員
の
石
破 

茂
氏
を
お

招
き
し
、
演
題
「
国
防
」

に
つ
い
て
お
話
し
頂
い

た
。

石
破
氏
の
小
学
校
時
代

の
美
保
基
地
社
会
見
学

の
思
い
出
話
し
か
ら
始

ま
り
、
防
衛
庁
長
官
に
な
っ
た
時
の
小
泉
総
理
大

臣
の
「
変
人
」話
し
を
さ
れ
、
会
場
全
体
が
少
々

リ
ラ
ッ
ク
ス
ム
ー
ド
に
落
着
い
た
と
こ
ろ
で
主
題

の「
国
防
」に
つ
い
て
の
話
し
が
始
ま
っ
た
。

　

国
防
に
つ
い
て
は
、
主
に
〈
有
事
法
制
〉、〈
ミ

サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
〉、〈
防
衛
構
想
〉の
三
つ

に
つ
い
て
話
し
を
進
め
ら
れ
た
。

　
〈
有
事
法
制
〉い
ざ
と
い
う
時
、
自
衛
隊
が
直
ぐ

に
動
け
る
よ
う
な
法
改
正
。

９
月
オ
ー
プ
ン
例
会
開
催
！

ミ
ス
タ
ー
国
防
！

今
後
の
安
全
保
障
構
想
を
語
る衆議院議員

石破　茂氏

【
略
歴
紹
介
】

昭
和
32
年
生
ま
れ
。 

鳥
取
県
八
頭
郡
郡
家
町
出
身
。

昭
和
54
年 

慶
応
義
塾
大
学
卒
業
後
、
同
年
三
井
銀
行 

 

（
現 

三
井
住
友
銀
行
）に
入
行
。

昭
和
61
年 

全
国
最
年
少
議
員
と
し
て
初
当
選
、以
来
６
選
。

衆
議
院
議
員
規
制
緩
和
特
別
委
員
長
、
運
輸
常
任
委
員
長
、
農

林
水
産
総
括
政
務
次
官
、
防
衛
総
括
政
務
次
官
な
ど
を
務
め
る
。

平
成
14
年 

国
務
大
臣
、
防
衛
庁
長
官
に
就
任
。

平
成
16
年
９
月 

国
務
大
臣
、
防
衛
庁
長
官
を
退
任
。

今
年
１
月
27
日
に
著
者『
国
防
』が
出
版
さ
れ
る
。

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
創
生
」

夢
を
持
っ
て
挑
め
ば
、
必
ず
実
現
す
る

あ
な
た
の

は
な
ん
で
す
か

夢夢

尼
子　

健
会
員

　

第
57
回
中
小
企

業
団
体
全
国
大
会

が
、
平
成
17
年
９

月
15
日(

木)

、
札

幌
市
に
あ
る
「
札

幌
ド
ー
ム
」お
い

て
、
９
時
30
分
よ

り
開
催
さ
れ
た
。

西
部
か
ら
は
11

名
、
東
部
・
中
部

が
７
名
ず
つ
の
計

25
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

　

前
日
か
ら
東
部
・
中
部
は
岡
山
空
港
、
西
部
は

米
子
空
港
を
出
発
し
、
一
路
「
札
幌
」へ
。
西
部

の
参
加
者
は
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
に
昼
食
を
取
り
、
札
幌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
ス
キ
ー
の
ジ
ャ
ン
プ
会
場
と
な
っ
た
大
倉
山
、

有
名
な
時
計
台
等
々
、一
通
り
市
内
観
光
を
し
た
。

札
幌
市
内
は
一
方
通
行
の
道
が
多
く
、
タ
ク
シ
ー

が
道
路
を
逆
走
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
襲
わ
れ

た
。
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
と
木
々
の
豊
か
さ
が
と

て
も
印
象
的
な
町
並
み
だ
っ
た
。

　

夜
は
18
時
30
分
よ
り
、「
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
」

に
て
、
東
・
中
・
西
の
参
加
者
に
加
え
福
田
一
哉
西

部
副
会
長
が
駆
け
つ
け
、
26
名
で
鳥
取
県
青
中
の

団
結
式
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
、
県
青
中
の
参
加
者
が
「
札
幌
ド
ー
ム
」

に
集
合
し
、記
念
撮
影
を
し
て
か
ら
大
会
会
場
へ
。

大
会
前
に
は
地

元
民
謡
な
ど
が

披
露
さ
れ
る
な

ど
、
年
に
一
度

の
大
イ
ベ
ン
ト

ら
し
い
活
気
に

溢
れ
て
い
た
。

各
来
賓
の
方
々

と
共
に
全
国
か

ら
８
、０
０
０

名
以
上
の
参
加

者
が
あ
り
、
会

場
の
熱
気
と
広

さ
、
参
加
者
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
だ
っ

た
。
そ
し
て
厳
粛
に
か
つ
盛
大
に
大
会
が
開
会
さ

れ
た
。
佐
伯
昭
雄
全
国
会
長
よ
り
「
今
こ
そ
中
小

企
業
同
士
が
結
束
を
固
め
、
団
結
し
、
こ
れ
か
ら

訪
れ
る
新
し
い
時
代
の
波
に
さ
ら
わ
れ
ぬ
よ
う
頑

張
っ
て
い
く
時
だ
。」と
挨
拶
が
あ
り
、
参
加
者
は

皆
、
決
意
を
新
た
に
し
た
事
と
思
う
。
今
回
の
全

国
大
会
に
参
加
で
き
た
事
は
、
今
後
の
自
分
自
身

に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
。

（
記
事
・
牧
田
）

　
「
夢
は
何
か
？
」
と

の
問
い
を
自
分
自
身

に
投
げ
か
け
て
み
る

と
、「
現
在
の
状
況
に

応
じ
て
異
な
る
も
の

（
変
遷
す
る
も
の
）」

で
あ
り
「
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
単
一
で
は
な
い
」
と

の
回
答
が
、
率
直
な
気
持
ち
と
し
て
浮
か
ん
で
く

る
。
取
り
分
け
唯
物
的
な
欲
求
と
し
て
の
夢
は
、

そ
の
実
現
の
可
否
は
別
と
し
て
、
人
一
倍
旺
盛
な

部
類
に
属
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
夢

を
夢
の
ま
ま
終
わ
ら
せ
て
は
何
ら
の
意
味
を
成
さ

ず
、
到
達
可
能
な
「
目
標
」
と
位
置
付
け
具
現
化

す
る
た
め
の
尽
力
こ
そ
が
、
夢
を
現
実
へ
と
昇
華

さ
せ
る
た
め
の
不
可
欠
か
つ
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

私
の
目
下
の
目
標
は
、
不
動
産
鑑
定
士
試
験
合

格
に
他
な
ら
な
い
。
巷
で
は
司
法
試
験
・
公
認
会

計
士
試
験
と
併
せ
て
「
国
家
三
大
難
関
資
格
」
な

ど
と
評
さ
れ
て
い
る
。
鑑
定
士
試
験
の
受
験
科
目

は
、
不
動
産
鑑
定
評
価
理
論
・
経
済
学
・
会
計
学
・

民
法
・
行
政
法
規
の
５
科
目
で
、
短
答
式
の
行
政

法
規
を
除
く
４
科
目
が
論
文
式
試
験
）
う
ち
鑑
定

理
論
の
み
短
答
・
論
文
併
用
）
と
い
う
厄
介
な
内

容
で
あ
る
。
来
年
２
０
０
６
年
度
か
ら
は
新
試
験

制
度
が
導
入
予
定
で
、
従
来
の
１
次
〜
３
次
試
験

は
廃
止
、
変
わ
っ
て
１
回
２
段
階
方
式
（
短
答
２

科
目
合
格
者
の
み
論
文
４
科
目
を
受
験
可
能
）
へ

と
移
行
す
る
。
た
だ
し
学
習
指
針
は
従
来
の
２
次

試
験
対
策
と
ほ
ぼ
同
等
な
の
で
、
特
別
に
身
構
え

る
必
要
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
と
は
新
試

験
導
入
に
伴
う
「
合
格
枠
の
減
少
」
が
な
い
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

話
題
は
変
わ
る
が
、
我
が
家
に
は
８
月
に
長
男

が
誕
生
し
た
。
扶
養
家
族
が
増
え
て
、
自
分
自
身

の
責
任
が
一
層
重
大
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
究

極
の
目
標
（
≒
夢
）
を
「
家
族
の
幸
せ
の
維
持
」

と
設
定
す
る
な
ら
ば
、
前
述
の
鑑
定
士
試
験
合
格

は
一
通
過
点
で
あ
り
、
夢
を
具
現
化
す
る
た
め
の

一
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
不
可
避
の
壁
と
し

て
立
ち
は
だ
か
る
以
上
、
本
来
目
指
す
べ
き
そ
の

先
を
見
据
え
な
が
ら
、
眼
前
の
壁
を
乗
り
越
え
る

力
を
蓄
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
夢
を

現
実
と
し
て
結
実
さ
せ
る
た
め
に
、
日
々
勉
強
に

勤
し
む
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

（
尼
子
会
員
を
選
ん
だ
理
由
）

　

尼
子
会
員
は
昨
年
度
、
ご
自
身
の
研
鑽
の
た
め

中
央
会
を
１
年
間
休
会
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
活
動
を
含
め
、
い
っ
た
ん
見
つ
め
直
す
機
会
も

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
度
、
活
動
を
再

開
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
中
央
会
へ
の
新
た
な
気
持

ち
を
語
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

う
思
い
か
ら
尼
子
会
員
に
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
ご
登

場
願
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
記
事
・
渡
部
）

　平成 17 年９月 22 日 ( 木 )、「中海テ
レビ放送」においてメディアコミュニ
ケーション委員会による第１回中央会
制作番組の収録が行われた。一般の方々
に中央会のことをもっと知っていただ
こうという想いから、西部青年中央会
初の中央会シリーズ番組を制作し、対
外向けの広報活動が始まった。中央会
の活動をパーフェクトに伝えていこう
という思いから番組名は「パーフェク
ト中央会」と決まった。
　第１回目は西部青年中央会とはどの
ような団体なのかを紹介する。武海会長、中本直前会長、司会に桶村副会長を迎え、
中央会の成立ち、会則、組織等の説明から、これまでの主な活動、委員会活動の内容
を伝える。
  収録は中海テレビ放送のスタジオに応接セットを組んで行った。カメラ、音声、フロ
アディレクターなどスタッフはすべてメディアコミュニケーション委員会のメンバー
で臨んだ。
　初めての収録ということもあり、我々委員会メンバーはもちろん会長、直前会長、
司会の三方も緊張の面持ちであったが、収録を重ねるごとに緊張もほぐれていった。
すべてが終了したのは午前 2 時であった。収録したものを次は編集作業を行い、10
月末放送予定。
  今後 第２回、３回と続いていくが、一般の方のみならず、会員ＯＢの皆様にも楽し
んで見ていただけるようメディアコミュニケーション委員会ではより良い内容を検討
していきたいと思います。会員の皆様の屈託のない意見・感想・アドバイスをお待ち
しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　 （記事・石川）

札
幌
ド
ー
ム
に
集
結
！

〜
第
57
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
報
告
〜

札
幌
ド
ー
ム
に
集
結
！

対外向け広報活動
始まる！
対外向け広報活動
始まる！〜中央会番組「パーフェクト中央会」

の収録レポート〜



　9月中旬になり、朝晩肌寒く秋らしくなってきました。
　先日、ある委員会の二次会が大変盛り上がっていたそうです。委員
会で2時間を越える討議、今後の取り組みを話し合い、「互いに礼」終了。
 「 お疲れ〜、乾杯」10名程度の参加で二次会開始。「 まじっすか！夢
○はないでしょ！」と突然1つのテーブルが大盛り上がり、「小学生？
いくらなんでも中学生でしょ！」「手○○はせんよ！虚しいわ、妻に見
られたらどうすうだ？」「逆でしょ！夢○は絶対なしだわ、いつ頃夢○
した？」その場にいる会員は1人除いて小学生で体験、その後はみんな
手○○派。「妻がいる手○○野郎どもに言われたくないわ〜」多数派の
手○○派は「中央会100人に聞いても、夢○派は絶対おらんわ！」と手
○○派対夢○派は店の女の子も巻き込んでの男のロマンと意地の大討
論会!
　各テーブル皆満足。「お疲れ〜、手○○野郎どもに乾杯」二次会終了。
　おおいに語らい、盛り上がり、互いの親睦を深めた1日だったので
しょう。

（記事・景山）

３面記事　おもしろネタ！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
！

　

今
回
は
平
成
17
年
11
月
19
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

る
鳥
取
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会
創
立
30
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
日
は

記
念
講
演
と
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。記
念
講
演
は
、湯
梨
浜
町「
ハ
ワ
イ
ア
ロ
ハ
ホ
ー

ル
」
に
て
、
講
師
に
は
鳥
取
県
出
身
で
現
在
Ｈ
ｏ
ｎ

ｄ
ａ 

Ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
Ｂ
・
Ａ
・

Ｒ 

Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
テ
ク
ニ
カ
ル
部
門
の
シ
ニ
ア
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
も
あ
る
中
本
修
平
氏
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
Ｆ
１
や
佐
藤
琢
磨
等
の
オ
ー
プ

ン
に
は
出
来
な
い
話
、
中
本
氏
が
在
住
し
て
い
る
イ

ギ
リ
ス
で
の
話
な
ど
興
味
が
尽
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

県
青
中
の
動
き

有
あ り

和
わ

 洸
こ う

祐
す け

ちゃん
平成17年9月9日生まれ

有和豊光会員の
長男

10月役員会報告

10月例会（ＯＢ交流会）案内

　10月定例役員会が平成17年10月3日（月）、米子食品会館にて
開催されました。当日の主な議題は以下の通りです。
　・10月オープン例会の件
　・11月オープン例会の件
※なお、詳細については委員長までご参照ください。

メディアコミュニケーション委員会
平成17年9月8日（木）於：ホールサムインかいけ 出席者／16名
議題／ハンサム、中央会番組、HP、11月担当例会について

みらいづくり委員会
平成17年9月7日（水）於：ホテルサンルート米子 出席者／10名
議題／環境とまちづくり
講師／㈱山陰ビデオシステム　代表取締役　高橋孝之氏

政治行政委員会
平成17年9月7日（水）於：米子ニューアーバンホテル 出席者／12名
議題／・9月担当例会について・指定管理者制度についての勉強会
講師／鳥取県議会議員　湯原俊二氏

ビジネス交流委員会
平成17年9月9日（金）於：ホールサムインかいけ 出席者／9名

議題／10月担当例会（ＯＢ交流会）について

司法問題研究委員会
平成17年9月7日（水）於：ホールサムインかいけ 出席者／12名
議題／裁判傍聴について

総務委員会
平成17年9月5日（月）於：ヤンシュウ 出席者／14名
議題／小委員会年間事業計画について

ビジョン検討委員会
平成17年9月7日（水）於：ホールサムインかいけ 出席者／10名
議題／皆生トライアスロンに対する当会協力体制の在り方について

※役員会報告・連絡事項、会員拡大の件は各委員会とも行われています。
※詳細については各委員長までご参照ください。

9月度委員会報告

　と　き：平成17年10月17日（月） 
　        　18：30〜開会  20：00〜懇親会
　ところ：米子全日空ホテル
　講　師：鳥取県商工労働部　部長　山口祥義 氏
　演　題：「どうする？鳥取県西部地区経済」パネルディスカッション

尾
沢
聡
巳
会
員
（
会
社
住
所
変
更
）

　

住　

所
：
米
子
市
淀
江
町
今
津
１
２
５

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９ - 

56 - 

１
２
１
２

３面記事　おもしろネタ！
　

愛
車
に
凭
れ
か
か
り
頭
は
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
。

ツ
ッ
パ
リ
を
や
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
懐
か

し
く
も
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
写
真
で
あ
る
。
あ

れ
か
ら
20
数
年
。
社
会
で
揉
ま
れ
、
中
央
会
で
揉

ま
れ
少
し
は
大
人
に
な
れ
た
の
で
は
と
思
う
の
だ

が
…
？

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
！

　

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
月
20
日
に
ひ
っ

そ
り
と
グ
ア
ム
に
て
結
婚
式
を
挙
げ
て
参
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
半
人
前
の
身
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
と
ご
指
導
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
田
賢
一
会
員

名　
　

称
：
麺
匠
な
が
た

場　
　

所
：
㈲
長
田
製
麺
所
工
場
１
Ｆ（
米
子
食
品
工
業
団
地
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９ - 

33 - 

０
８
３
１

営
業
時
間
：
11
：
00
〜
14
：
00

定
休
日
：
日
曜
・
祭
日

オ
ー
プ
ン
：
Ｈ
17
年
９
月
９
日（
金
）

記
者
が
選
ぶ
！
突
撃
！

気
に
な
る
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
て
…

井
上
晴
雄
Ｏ
Ｂ

〈
近
況
報
告
〉

　

第
20
期
に
ご
卒
会
さ
れ
て
10
年
余
り
、
現
在
、

井
上
商
事
㈱
取
締
役
営
業
部
長
と
し
て
活
躍
中
で

す
。「
一
昔
前
は
山
陰
で
10
〜
15
社
あ
っ
た
地
元

問
屋
も
自
社
を
含
め
３
〜
４
社
し
か
残
っ
て
い
な

い
現
状
！
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
舗
な
ど
は
地
元
問
屋

を
全
く
相
手
に
し
て
く
れ
ず
、
厳
し
い
現
状
は
続

く
が
、
他
業
種
に
食
い
む
な
ど
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
勉
強
会
を
開
く
な
ど

し
て
社
員
全
員
で
一
層
頑
張
っ
て
い
る
。」と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

〈
今
後
の
中
央
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
〉

　

今
後
の
中
央
会
に
つ
い
て
、「
昔
に
比
べ
豪
傑

な
人
が
少
し
減
っ
た
か
な
？
中
央
会
は
貴
重
な

経
験
（
自
身
も
委
員
長
２
度
経
験
）の
出
来
る
場
。

ド
ン
ド
ン
出
席
し
て
会
員
全
員
で
、
目
標
を
達
成

し
て
い
っ
て
欲
し
い
。
み
ん
な
で
食
事
し
た
り
、

酒
を
飲
ん
だ
り
、
更
に
一
層
素
晴
ら
し
い
会
で

あ
っ
て
下
さ
い
。」と
述
べ
ら
れ
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
厳
し
い
勝
ち
残
り
の
中
で
頑

張
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
30
年
間
に
渡
り
、
仕
事
、

夫
婦
生
活
を
共
に
し
た
奥
様
の
大
き
な
支
え
！
そ

し
て
も
う
一
つ
は
、
中
央
会
で
学
ん
だ
事
、
出
来

た
仲
間
の
大
き
な
お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
！
」

と
ハ
ッ
キ
リ
言
わ
れ
、
そ
の
言
葉
に
感
動
さ
え
覚

え
ま
し
た
。

〈
井
上
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
た
理
由
〉

　

私
と
井
上
晴
雄
Ｏ
Ｂ
は
、
仕
事
の
関
係
上
、
昔

か
ら
お
付
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
西

部
青
年
中
央
会
の
Ｏ
Ｂ
と
知
っ
た
の
は
、
実
は
私

が
入
会
し
て
か
ら
の
事
。
も
ち
ろ
ん
中
央
会
に
つ

い
て
の
話
し
を
し
た
事
は
な
く
、
良
い
機
会
だ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会
社
役
員
、
ま
た
、
よ

き
父
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
井
上
Ｏ
Ｂ
に

〈
近
況
報
告
〉 

　

現
在
、
本
業
に
加
え
、
鳥
取
県
内
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
運
営
事
業
を
共
同
で
一
括
受
注
す
る
「
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
共
同
組
合
」の
理

事
長
と
し
て
ご
活
躍
中
。
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
べ
く
、
日
々
忙
し
く
も
「
充
実
し
た
」活
動

を
熱
く
語
ら
れ
る
小
林
Ｏ
Ｂ
の
眼
は
活
き
活
き
と

し
て
お
り
、
取
材
班
も
時
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。

〈
今
後
の
中
央
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
〉

　

若
い
我
々
後
輩
に
対
し
て
も
、「
も
っ
と
挑
ん

で
欲
し
い
」と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
、「
事
業
を
通
じ
、

ま
た
振
り
返
っ
て
み
て
、
実
際
に
行
動
に
移
す
こ

と
の
重
要
性
、
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

〈
小
林
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
た
理
由
〉

　

今
回
は
、
第
28
期
ご
卒
会
の
㈲
山
陰
テ
ン
ト
代

表
取
締
役
社
長
小
林
慎
一
Ｏ
Ｂ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
、
突
撃
取
材
し
ま
し
た
。
小
林
Ｏ
Ｂ
は
皆
生
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
会
場
設
営
等
で
ご
尽
力
頂
い
て

い
る
の
は
周
知
の
通
り
。
こ
の
度
代
表
取
締
役
社

長
に
就
任
さ
れ
、
益
々
精
力
的
に
ご
活
躍
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
、
取
材
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

常
に
高
い
理
想
と
行
動
力
で
将
来
を
見
据
え
る

小
林
Ｏ
Ｂ
。
益
々
の
ご
活
躍
を
後
輩
一
同
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
記
事
・
小
幡
）

惹
か
れ
て
取
材
さ
せ
て
頂
き
、
一
時
間
余
り
に
渡

り
い
つ
も
と
は
一
味
違
っ
た
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

（
記
事
・
松
田
）

小
林
慎
一
Ｏ
Ｂ

　

ま
た
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
Ｆ
１
マ
シ
ン（
本

物
！
）
の
展
示
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

記
念
式
典
と
祝
賀
会
は
場
所
を
「
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
」
に
移
し
、
記
念
式
典
で
は
県
青
中
の
30
年
間

を
振
り
返
り
、
祝
賀
会
で
は
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
企
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
尚
、
30
周
年
記
念
事

業
の
一
つ
で
も
あ
る
記
念
誌
に
つ
い
て
は
現
在
、
記

念
誌
内
容
を
検
討
中
で
今
年
度
中
に
配
布
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

西
部
青
年
中
央
会
と
し
ま
し
て
も
、
当
日
は
今
ま

で
に
な
い
く
ら
い
の
多
数
の
会
員
に
参
加
し
て
頂
き
、

全
員
で
県
青
中
30
周
年
記
念
事
業
を
成
功
に 

導
い
て

行
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。（

記
事
・
渡
辺
県
出
向
）

善本　一 会員
   （妻）亜希子

    ９／ 20 挙式

夏
山
裕
一
会
員

31
期
卒
会
記
念
！

思
い
出
の
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

　製麺工場で、打ちたて・茹でたて
のうどんと須山醤油さんが試行錯
誤された「 だし醤油」が見事に合っ
た美味しいうどんを２００円〜食
べれるセルフのお店です。是非食
べに来て下さい。

中
本
高
夫
会
員

　

株
式
会
社 

ラ
ポ
ー
ル
エ
ス
テ
ー
ト

　

住　

所
：
米
子
市
熊
党
２
０
０ - 

１

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９ - 

39 - 

３
４
８
１

コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
、
そ
し

て
昆
布
茶
ま
で
ご
用
意
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

喫
茶
店
代
わ
り
に
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

植
田
寿
雄
会
員

　

株
式
会
社 

イ
ン
サ
イ
ト

　

住　

所
：
米
子
市
新
開
２ - 

14 - 

38

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９ - 

38 - 

３
８
０
０

中
央
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
こ
の
た
び
会

社
を
移
転
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

土
岐
哲
己
会
員

　

株
式
会
社 

西
米
商
事

　

住　

所
：
米
子
市
車
尾
南
１
丁
目
15
番
54
号

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９ - 

33 - 

８
８
５
５

㈱
西
米
商
事
は
お
か
げ
様

で
33
年
目
を
向
か
え
、
こ

の
９
月
に
観
音
寺
新
町
エ

リ
ア
に
新
築
移
転
オ
ー
プ

ン
致
し
ま
し
た
。
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
津
尾
直
己
会
員
（
所
属
企
業
変
更
）

　

企
業
名
：
日
産
プ
リ
ン
ス
鳥
取
販
売
株
式
会
社

　
　
　
　
　

常
務
取
締
役

　

住　

所
：
米
子
市
東
福
原
１ - 

３ - 

17

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９ - 

33 - 

２
３
４
１

堀
江
則
夫
会
員
（
所
属
企
業
変
更
）

　

企
業
名
：
大
海
株
式
会
社　

経
理
課

　

住　

所
：
境
港
市
昭
和
町
12 - 

41

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９ - 

42 - 

３
１
０
１

　

メ
ー
ル
：llrr_horie@

ybb.ne.jp

（
自
宅
）

山
本
克
美
会
員
（
所
属
企
業
変
更
）

　

企
業
名
：
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
山
本

　

住　

所
：
米
子
市
淀
江
町
中
間
２
９
１ - 

11

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
９ - 

56 - 

６
１
３
８

お
店
オ
ー
プ
ン

新
社
屋
完
成


